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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 11日 (2005.1.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
 絞 り １ ８ の 先 端 部 １ ８ ａ （ 遮 光 部 ） は 、 光 源 １ ９ か ら 平 行 に 出 射 す る 光 束 （ 不 図 示 ） を
全 て 遮 光 で き る よ う な 円 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 先 端 部 １ ８ ａ か ら 延 び る 平 板 状 の 支 持 ア
ー ム １ ８ ｂ の 端 部 に は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ２ ６ が ギ ア （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 接 続 さ れ て
お り 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ２ ６ が 回 転 す る と 、 絞 り １ ８ は ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ２ ６ の 回 転

中 心 に 回 転 す る 。 絞 り １ ８ が 回 転 す る と 、 先 端 部 １ ８ ａ の 位 置 に 応 じ て 、 絞 り １ ８ を
通 過 す る 光 量 、 す な わ ち 観 察 部 位 Ｓ に 照 射 さ れ る 光 量 が 変 化 す る 。 こ こ で は 、 絞 り １ ８ が
光 源 １ ９ の 光 束 側 に 向 か っ て 回 転 す る 方 向 を 絞 り １ ８ の 閉 じ る 方 向 、 絞 り １ ８ が 光 源 １ ９
の 光 束 か ら 離 れ る よ う に 回 転 す る 方 向 を 絞 り の 開 く 方 向 と す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
 現 ル ー チ ン に お い て 算 出 さ れ る 輝 度 値 差 を 入 力 す る た め に 、 前 ル ー チ ン で 設 定 さ れ た 第
１ の 配 列 ｖ ｓ ｐ ［ ｉ ］ 、 第 ２ の 配 列 ｖ ｓ ｍ ［ ｉ ］ と が １ ず つ シ フ ト さ れ る 。 例 え ば 上 述 の
例 （ ｋ ＝ ８ ） で 示 す と 、 前 ル ー チ ン に お け る 第 １ の 配 列 ｖ ｓ ｐ の 値 が 第 １ の 配 列 ｖ ｓ
ｐ の 値 に 代 入 さ れ る 。 同 様 に 前 ル ー チ ン で 設 定 さ れ た 第 １ の 配 列 ｖ ｓ ｐ の 値 が 第
１ の 配 列 ｖ ｓ ｐ の 値 に 、 前 ル ー チ ン で 設 定 さ れ た 第 １ の 配 列 ｖ ｓ ｐ の 値 が 第 １ の
配 列 ｖ ｓ ｐ の 値 に 代 入 さ れ る 。 以 下 同 様 に 前 ル ー チ ン で 設 定 さ れ た 第 １ の 配 列 ｖ ｓ ｐ
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［ ｉ ］ 全 て の 値 が シ フ ト さ れ る 。 な お 、 前 ル ー チ ン に お け る 第 １ の 配 列 ｖ ｓ ｐ の 値 は
消 去 さ れ る 。 同 様 に 前 ル ー チ ン で 設 定 さ れ た 第 ２ の 配 列 ｖ ｓ ｍ ～ 第 ２ の 配 列 ｖ ｓ ｍ ［
ｋ ］ の 値 も １ ず つ シ フ ト さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に お い て 、 第 １ の 総 和 ｖ ｓ ｐ が 第 １ の 総 和 許 容 値 Ｃ ７ 以 上 で あ
る と 判 定 さ れ た と き 、 す な わ ち 、 ハ ン チ ン グ の 発 生 の 可 能 性 が 高 い と 判 定 さ れ た と き は ス
テ ッ プ Ｓ ２ １ １ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ で は 、 第 １ の 総 和 ｖ ｓ ｐ と 第 ２ の 総 和 ｖ ｓ ｍ と
の 比 が 、 第 １ の 総 和 許 容 比 Ｃ ８ 以 上 で あ り 、 か つ 第 １ の 総 和 許 容 比 Ｃ ８ の 逆
数 （ １ ／ Ｃ ８ ） 以 下 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 第 １ の 総 和 許 容 比 Ｃ ８ は 、 第 １ の 総 和 ｖ
ｓ ｐ と 第 ２ の 総 和 ｖ ｓ ｍ と の 比 が 概 ね 1で あ り 、 ハ ン チ ン グ の 発 生 の 可 能 性 が 高 い と み な
さ れ る 範 囲 を 示 す 値 で あ り 、 こ こ で は ０ ． ６ で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の
総 和 ｖ ｓ ｐ と 第 ２ の 総 和 ｖ ｓ ｍ と の 比 が ０ ． ６ 以 上 で あ り 、 か つ １ ． ７ （ １ ／ ０ ． ６ ） 以
下 で あ る と き は 、 第 １ の 総 和 ｖ ｓ ｐ と 第 ２ の 総 和 ｖ ｓ ｍ と の 値 が 概 ね 等 し い 値 で あ り 、 ハ
ン チ ン グ の 発 生 す る 可 能 性 が 高 い と み な さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ に 進 む 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 輝 度 平 均 値 ｖ ａ を 取 得 し た が 、
ヒ ス ト グ ラ ム に よ ら ず に 。 ま
た 、 輝 度 平 均 値 ｖ ａ の 代 わ り に 各 画 素 の 輝 度 デ ー タ の 中 の 真 ん 中 の 輝 度 値 で あ る 中 央 輝 度
値 や １ 画 面 の 最 大 値 で あ る ピ ー ク 値 を 参 照 輝 度 値 ｖ ｒ と 比 較 し て 自 動 調 光 し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ ～ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ６ は 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ハ ン チ ン グ 検 出 動 作 と
略 同 様 で あ る 。 す な わ ち ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ で は 、 第 ２ の 総 和 ｖ ｓ ｍ が 第 ２ の 総 和 許 容 値 Ｃ
１ １ よ り 大 き い か 否 か が 判 定 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ １ で は 、 第 １ の 総 和 が 第 ２ の 総 和 許 容
値 Ｃ １ １ よ り 大 き い か 否 か が 判 定 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ２ で は 第 １ の 総 和 ｖ ｓ ｐ と 第 ２ の
総 和 ｖ ｓ ｍ と の 比 が 第 ２ の 総 和 許 容 比 Ｃ １ ２ 以 上 で あ り 、 か つ 第 ２ の 総 和
許 容 比 の 逆 数 以 下 （ １ ／ Ｃ １ ２ ） で あ る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 こ こ で 第 ２ の 総 和 許 容 値 Ｃ
１ １ は パ ル ス 数 ｖ ｐ の 総 和 の 許 容 値 で あ り 、 こ こ で は １ ０ で あ る 。 ま た 、 第 ２ の 総 和 許 容
比 Ｃ １ ２ は 、 第 １ の 総 和 ｖ ｓ ｐ と 第 ２ の 総 和 ｖ ｓ ｍ と の 比 が 概 ね 1で あ る と み な さ れ る 範
囲 を 示 す 値 で あ り 、 こ こ で は ０ ． ７ で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
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（ Ｃ ８ ＜ １ ）

ハ ー ド ウ ェ ア に よ り 得 ら れ た 輝 度 値 を 入 力 し て 用 い て も よ い

（ Ｃ １ ２ ＜ １ ）



 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ３ ま で は 、 図 ５ に お け る ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ ～ ス テ ッ
プ Ｓ ２ １ ３ の 輝 度 平 均 値 ｖ ａ の 動 作 等 と 、 お よ び ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ ４ ３
３ は 図 ５ に お け る ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ０ ～ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ２ の ハ ン チ ン グ 検 出 に 関 す る 各 変 数
を 初 期 値 に 戻 す た め の 処 理 と 同 じ で あ る 。 す な わ ち 第 ３ の 実 施 形 態 は 、 ハ ン チ ン グ 検 出 後
の 処 理 に つ い て 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る 。

(3) JP 2002-325729 A5 2005.8.4

算 出


	header
	written-amendment

